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特集 :微量元素の生体機能と疾患

荒 川 泰 昭
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日本臨1本社 (瓦谷秀治社長)よ り「微量元素と

疾患J(仮題)と いう特集を企画指導してほしい

と依頼されたとき,どのようなアプローチでま
とめるべきか。またどのような執筆者にお願い

すべきか迷ったが,過去にも多くの解説書が出

版されていることを鑑み,本特集においては過

去の類書とは異なった視点から編集し,特徴を
持たせることに腐心した そして,医療領域に
おいて活用できる情報として役立つように,で

きるだけ各分野における最先端のイリF究 を盛 り込

むことに配慮した

過去の類書は「疾息と微量元素」なるタイトル

で微量元素を病態や生体応答における役害lあ る

いは関わりという補助的あるいは間接的視点か

らのものが大半であったので,今回は「lJ々 の

元素の持つ特性を生体機能としてとらえ,それ

らが疾病をどのように引き起こしているかJと

いう視点.観点から「微量元素の生体機能と疾
患J―基礎・臨床 7り「究の最新知見一 というタイ

トルにさせていただき,微量元素研究における

最新の知見を各分野の先端で活躍中の方々に執

筆をお願いした次第である それ故,最新矢Π見
と謳った手前一般総説ではなく,最新のオリジ

ナリテイーを紹介していただくことになるので,

本書に割かれたページも必然的に現在最も活発

に研究されている元素についての解説が多くな

っている

生命の起

'原

以来 生命体は進化の過程で,宇
宙や地球 11存在するちら10る 元素を取 り込み,

利用してきて .ヽる  ヒト|ま |二妻から陸棲へ進化
してきたと言われること (上ζ=⊃ 喜洋誕生説

|

ヒト血清中の元素濃度 1ま 海ま■ 三)■素浸受ヒ極

めて類似している しかし |■ よ中に存在する
元素にはヒトに対して有益性・有害性の 2面性

がある 有益性元素は海水中に多く存在し 血
清中にも多く,必要なものとして

`Z、

須性が獲得

されたものである したがって,こ れらの元素
には逆に欠乏・lT~が存在する 一方,有害性元素
の大半は海水中の存在量は少なく,生体が利用

あるいは適応できずにきたもので,多 くは中毒
を誘発する恐いものである

体を構成する基本的な有機分子をはじめ, ヒ

トの体はすべて元素から成 り立っている その
中で,微量元素は体内存在量として 07%し か

占めていないが,こ れらの元素がないと生命:D

維持,生体の発育・成長 正常な生壇 |■ 1し を推
持することはできない

ppmオ ーダーの 10元素とppbオ ーダーの 14

元素合わせて 24u類の微量元素のうち, ヒト

にとって必須の微量元素として認められている

ものは 鉄 亜鉛.マ ンガン,銅 ,セ レン,ヨ
ウ素.モ リブデン,ク ロム,コ バルトの 9元素

である これら生体を構成する種々の微量元素
は,正常な生命機能を維持するために,体内で

JYasuaki Arakawa l lapan organization of Occupational Hea■ h and Safety 独立行政法人労lll者健康安全機構

労働安全衛生総合II究所 ′Ex―Pre」 dent Japan SOCieけ for BiOmedictt Research on Trace Elements 日本微量
元素学会前理事長
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構 成 領 域

図 1 微量元素の学問体系

はバランス良く生理的最適濃度の範囲に維持・

調節されている(微量元素の恒常性の維持).

しかし,そのバランスが外来異物の混入や内

在元素の欠乏あるいは過剰により破綻し,恒常
性が失われると,特定元素の過剰蓄積や欠乏が
誘発され,それぞれ特有の疾病が誘発される

例えば,鉄や銅の過乗1蓄積は活性酸素の生成を
誘発し,酸化ストレスによるがん化を誘発する
カルシウムの過剰蓄積は最終的には細胞死 (ア

ポトーシス|を誘発する また,亜鉛の欠乏は
味覚障害,嗅覚障害 免疫機能障害.記憶学習
障害,生殖機能障害などを誘発し 老化を促進
する

微量元素の学問体系 (構成領域 )は 大別して
栄養領域と毒性領域に分けられるが,微量元素
に直接絡む分野からみると,予防,疾病,分析
の3つ の領域に分けられる 予防の領域には保
健,栄養,環境などの衛生の分野が,疾病の領
域には診断,治療,創薬などの臨床の分野が,

また分析の領域には診断のための分析,健康阻
害要因の分析,代謝,機序,構造,機能などの

解析や環境悪化要因の分析など,栄養領域と毒
性領域の両方にまたがる領域が含まれる した
がって,微量元素の研究は「健康と微量元素と

のかかわりJを 中心に,保健,医療,製薬,化
学,食品,環境,分析などの各分野において,

疾病予防,健康の保持・増進のための「健康阻
害要因の検索,分析,認知,作用機序解析,毒
性評価,対策Jや「生体機能の保持・増進J, さ
らに疾病における「診断,治療Jな どの見地から

日進月歩で押し進められている

本書のI 総論では,「生命機能を維持する微
量元素J,「 日本における微量元素の食事摂取基

準と臨床現場における問題点」,「総合医療におけ

る微量元素の治療への応用」,Ⅱ 基礎り「究では,

「亜鉛 トランスポーターと亜鉛シグナリングJ,

「生体の鉄代謝調節機構J,「銅の輸送と代謝」、

「亜鉛とスズ関与の免疫系ならびに脳神経系のアポ

トーシス機構Jな どの最新研究知見が紹介され

ており,IⅡ 微量元素の機能と疾患では,「亜鉛
機能と消化器系疾患」,「亜鉛機能と肝疾患J,「亜

鉛機能と糖尿病」,「亜鉛機能と腎疾患J,「亜鉛機

能と皮膚疾患J,「銅機能と遺伝性疾患」,「鉄機能

と肝疾患J,「鉄蓄積と神経疾患J,「鉄機能と発が

んJ,「アルミニウムと神経疾患J,「マンガン機能

と疾患J,「セレン機能と′さ臓疾患J,「 スズ機能と

疾患」,「ヒ素の生体作用と疾患―ヒ素による発が

んメカニズムを中心に一」など,ま たⅣ 特論で
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は,「小児における微量元素欠乏症一特に栄養管

理時における一J,「高齢者ならびに術後のサル

コペニアと亜鉛栄養療法」,「亜鉛欠乏と小胞体ス

トレス」,「亜鉛トランスポーターを標的にした

亜鉛栄養改善Jな どについての最新情報が一日

瞭然に理解できるよう総合的にまとめられてい

る

亜鉛 1つ を例に取 り上げてみても,亜鉛欠乏
症で悩み苦しんでいる患者が多数いるにもかか

わらず,その症状を欠乏症と気付かずにいる臨

床医が多いという現状を耳にするにつけ 今こ
そ「微量元素による治療の重要性」について,臨

床医における正しい知見・矢Π識の理解と意識や

認識の変容が切に望まれる

微量元素の臨床研究の底辺が広がっておらず,

種々の微量元素関与の疾患が潜在する昨今, 日

本微量元素学会でも「臨床面での微量元素治療

の重要性」を啓蒙ならびに教育していかなけれ

ばならない必要性を声高に提唱していた矢先 ,

まさに時を得た本書の発刊である

本書には,「微量元素の機能と疾患」に関する

幅広い分野からの興味ある最I~l知 見が盛 り込ま

れ,ま た役に立つ目から講の内容も多く、読者
にとって魅力ある特集となって もヽ  持に 臨
床面での微量元素治療に関して |ま長t.問 i三 蜃せ

ず,手付 かず にあった多 くの問題点が 1つ
1つ クローズアップされ, 臨床医の理解を容易

にしている.

本書が,臨床各科の医師のみならず,薬剤師 .

看護師,栄養士,臨床検査技師その他パラメデ

イカルの医療職の方々,基礎医学,薬学,農学
関係の研究者の方々に「微量元素機能の重要性」

をご理解いただくきっかけとなり,実地医療に

役立てていただくだ1)でなく,多 くの実地医家
の先生方に「臨床面でつ重要性」を啓発ならびに

教育していただけれ |ま大きな喜びとなる
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